
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

一

五

四

号

自
衛
隊
の
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
の
海
域
に
お
け
る
活
動
の
現
状
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二
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自
衛
隊
の
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
の
海
域
に
お
け
る
活
動
の
現
状
に
関
す
る
質
問
主
意
書

ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
の
海
域
は
、
年
間
約
千
六
百
隻
の
日
本
関
係
船
舶
が
通
行
し
、
日
本
国
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
重

要
な
海
上
交
通
路
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
他
方
、
こ
の
海
域
に
は
、
平
成
二
十
一
年
当
時
、
武
装
し
た
海
賊
に
よ
る
事
案

が
多
発
し
て
い
た
。

自
衛
隊
は
海
賊
対
処
法
（
平
成
二
十
一
年
七
月
施
行
）
に
基
づ
き
、
派
遣
海
賊
対
処
行
動
水
上
部
隊
を
派
遣
し
、
こ
の
海
域

を
通
行
す
る
船
舶
の
護
衛
を
実
施
し
、
広
大
な
海
域
に
お
け
る
海
賊
対
処
を
よ
り
行
う
た
め
、
順
次
部
隊
編
成
の
適
正
化
を
進

め
つ
つ
、
こ
の
海
域
の
海
賊
の
監
視
警
戒
を
実
施
し
て
き
た
。

外
務
省
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
で
の
海
賊
等
事
案
発
生
件
数
は
、
近
年
極
め
て
低
い
水
準
で
推
移

し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
自
衛
隊
を
含
む
各
国
部
隊
に
よ
る
海
賊
対
処
活
動
等
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
」
と
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
そ
も
そ
も
海
賊
が
ほ
ぼ
根
絶
さ
れ
た
た
め
な
の
か
、
現
時
点
で
の
自
衛
隊
に
よ
る
海
賊
対
処
活
動
等
が
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
の
か
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
の
海
域
の
海
賊
等
事
案
発
生
件
数
は
、
平
成
二
十
一
年
当
時
に
比
較
す
れ
ば
、
相
当
減
っ
て
い

一



る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
平
成
二
十
一
年
以
降
の
各
年
度
、
あ
る
い
は
各
年
の
海
賊
等
事
案
発
生
件
数
を
示
さ
れ
た
い
。

二

ジ
プ
チ
に
駐
在
す
る
自
衛
隊
員
数
を
各
年
度
ご
と
に
示
さ
れ
た
い
。

三

ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
の
海
域
の
海
賊
等
事
案
発
生
件
数
は
減
っ
て
お
り
、
ジ
プ
チ
に
自
衛
隊
が
駐
在
す
る
意
義
、
目

的
は
薄
れ
、
駐
在
を
終
了
す
べ
き
と
考
え
る
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

自
衛
隊
の
ジ
プ
チ
駐
在
に
関
し
、
日
本
政
府
と
ジ
プ
チ
政
府
と
の
間
で
、
何
ら
か
の
協
定
等
を
締
結
し
て
い
る
の
か
。
締

結
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
名
称
と
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

平
成
二
十
七
年
度
、
二
十
八
年
度
に
、
海
賊
対
処
以
外
に
、
ジ
プ
チ
駐
在
の
自
衛
隊
が
行
っ
た
訓
練
、
任
務
は
あ
る
の

か
。
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

政
府
は
ど
の
よ
う
な
観
点
で
、
「
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
で
の
海
賊
等
事
案
発
生
件
数
は
、
近
年
極
め
て
低
い
水
準
で

推
移
し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
自
衛
隊
を
含
む
各
国
部
隊
に
よ
る
海
賊
対
処
活
動
等
が
大
き
く
寄
与
」
し
て
い
る
と
判
断
し
て

い
る
の
か
。
自
衛
隊
の
当
該
活
動
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
抑
止
効
果
を
上
げ
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

七

海
賊
行
為
の
処
罰
及
び
海
賊
行
為
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
（
「
本
法
」
と
い
う
。
）
で
は
、
第
一
条
で
「
我
が
国
の
経

二



済
社
会
及
び
国
民
生
活
に
と
っ
て
、
海
上
輸
送
の
用
に
供
す
る
船
舶
そ
の
他
の
海
上
を
航
行
す
る
船
舶
の
航
行
の
安
全
の
確

保
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
、
並
び
に
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
に
お
い
て
す
べ
て
の
国
が
最
大
限
に
可
能
な
範

囲
で
公
海
等
に
お
け
る
海
賊
行
為
の
抑
止
に
協
力
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
海
賊
行
為
の
処
罰
に
つ
い
て
規

定
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
が
海
賊
行
為
に
適
切
か
つ
効
果
的
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
、
も
っ
て
海
上
に

お
け
る
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
、
本
法
第
七
条
で
は
「
防
衛
大
臣
は
、
海

賊
行
為
に
対
処
す
る
た
め
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
自
衛
隊
の
部
隊
に
海
上
に
お

い
て
海
賊
行
為
に
対
処
す
る
た
め
必
要
な
行
動
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ど

の
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば
自
衛
隊
の
任
務
を
終
了
す
る
の
か
の
規
定
が
な
い
。
政
府
は
、
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
の
海
域

の
海
賊
等
事
案
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
水
準
の
発
生
件
数
に
な
れ
ば
、
自
衛
隊
の
当
該
任
務
が
終
了
す
る
と
考
え
て
い
る

の
か
。
明
文
化
さ
れ
た
規
定
は
あ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


